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＜連絡事項＞
・なし
＜患者様連絡事項＞
・切無沢　クマ様～10/23肺炎球菌ワクチン接種予定。予診票はBユニットにあります。
・小向　静江様～排便-7日の為、ケンエーG浣腸60ｍｌ　1本処方となり施行。
　　　　　　　　エプリッチの摂取状況良好な事から、本日夕から1日5本（2-1-2）へ変更。Ba留置中、尿漏れみられ尿汚染が強い。坪野Drへ報告しBa交換指示にて施行している。
・藤井　孝蔵様～粥への拒否強く主食の不食続いている。田名部Drへ報告し、本日夕から主食常食・常菜へ変更となる。
　　　　　　　　10/19　23：00から排尿無く、田名部Drから13：30導尿の指示あり実施。320ｍｌ排尿確認。
・佐々木　尚子様～本日夕から食事レストランへ変更。
・夏坂　浩美様～八戸赤十字病院受診の件でSWが再度日程調整し10/31受診予定。
・吉田　周治様～食事大盛りへ変更希望あり。現在肝臓病食摂取しているが、間食量が多く制限食の意味を果たしていない事から、馬渡Drより食事変更可の指示あり。本日昼から常食・常菜（大盛り）へ変更となる。
・神田　直樹様～内服本日朝から①リスペリドン（2）3T　3×毎食後
　　　　　　　　　　　　　　　②フルニトラゼパム（1）1T
　　　　　　　　　　　　　　　　オランザピン（10）1T　　1×就床前
　　　　　　　　上記7日分処方。持参薬は中止。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。妄想発言や大声での独語や放歌続いている。スタッフ対応は穏やかで粗暴性は無く、他者への干渉や話し掛けも過度となる事は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。本日より午前・午後1時間ずつの開放観察実施中。入浴対応するが、浴室でも飲水しようとすることありすぐに入浴終了している。自室内では奇声・ドア蹴り等みられている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
・和田　昌様～本日9：00終日隔離開始。入室は拒否無く自ら入室するがドア蹴りやスタッフコール頻回。スタッフ対応時は穏やかで暴言聞かれないが、スタッフが離れると暴言や大声聞かれている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・鹿原　博夫様～発熱無く経過。血圧70～80/40～50㎜Hgと低値で経過。酸素飽和度は吸引前90％前半の時があるが、施行後は95％へ改善。各食2/3摂取。喀痰あるが自己排痰出来ず、都度吸引施行している。
・小向　静江様～各食全量摂取。口腔ケア時には拒否・抵抗見られている。バイタルサイン異常無く経過。疎通良好で反応は良いが小声での応対。
・夏坂　浩美様～発熱なく経過。各食自力で全量摂取されている。時折独語聞かれる。疎通は良好。
・藤井　孝蔵様～各食1/2～2/3摂取、軟飯や好き嫌いで主・副食を残している。訪室時には話し掛け見られるが、妄想発言は無く、対応は落ち着いている。
・熊谷　樹里様～各食後トイレ籠り見られている。お腹が痛いと話している。嘔気・嘔吐は無い。服薬は声掛けにて拒否無く内服出来ている。

・立花　圭様～大部屋に戻りたいと訴える事はあるが、個室で対応する事を説明すると了承する。他者に対して被害的発言聞かれるが、感情的となる事は無くスタッフの話しを聞き入れる事は出来ている。
・中居　松男様～他室侵入や他者の私物弄り見られ、ホールや廊下に寝転がる様子あり。食事は自力で摂取出来ており、服薬拒否無し。疎通も概ねとれている。
・神田　直樹様～朝は不穏さ見られ、表情の硬さとスタッフへの攻撃性見られているが粗暴行為には至っていない。発言内容は滅裂だが、疎通は概ね取れている。
＜新入院患者様情報＞
氏    名：神田　直樹様　

病    名：統合失調症　

病　　棟：東病棟10号室

主治医  ：安ヶ平Dr

入院形態：医療保護入院
　(経過）

　当院に1回の入院歴あり。現在当院へ統合失調症にて外来通院中であった。本日17：50興奮し手が付けられないため警察へ連絡すると家族よりTELあり。その後警察官2名に連れられ18：15頃当院外来を受診。待合室でも不穏さ強く、一度院内から逃走することあり。診察中も落ち着きに欠け滅裂な言動あり。精神運動興奮、幻覚妄想状態が顕著であり、家族対応困難であることから18：40東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。

（備考）
・家族洗濯

・カードなし、必要時には家族へ連絡
＜措置入院患者様　情報＞
・藤井　崇史様～声高となり多弁さ見られている。17日は静かだったが、以後夜間の睡眠も不安定さあり。19日から寝る前にオランザピンOD（10㎎）1錠を増薬。
